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構成 

効果 

光電変換装置 
●光エネルギーを効率的に電気エネルギーに変換 

❶技術分野 

本発明は、光エネルギーを電気エネルギーに変換する光電変換装置に関する。 

❷発明の背景と目的 

半導体ナノ構造素子において生成された多くのキャリアを、半導体ナノ構造素子から外に短

時間で抽出する方法は存在せず、キャリアの大半は、キャリア間で衝突、散乱等が生じ、外に

取り出せないという問題があった。例えば、半導体ナノ構造素子内に生成されたキャリアを、

内部電場によって電子と正孔に分離し、これを外部電極まで伝搬して抽出しようとした場合、

その抽出の早さは、半導体ナノ構造素子内におけるキャリア間の衝突、散乱等が生じる早さに

比べて格段に遅く、キャリアの大半は、外部に抽出されない。 

本発明は、かかる事情に鑑みてなされるもので、半導体ナノ構造素子を用いて、光エネルギ

ーを効率的に電気エネルギーに変換する光電変換装置を提供することを目的とする。 

❸発明の構成と効果 

バンドギャップエネルギーの２倍以上のエネルギーを持つ１つの光子１９を吸収して、複

数のキャリア１１を生成する半導体ナノ構造素子１５、及び、キャリア１１の輻射再結合を

促進して、吸収した光子１９より多い光子２０を半導体ナノ構造素子１５から放出させる光

共振器１６を有し、半導体ナノ構造素子１５から放出された光子２０を外部に放つ光子増加体１２

と、光子増加体１２から放たれた光子２０を吸収して、電気エネルギーに変換する太陽電池１３と

を備える。 

本発明に係る光電変換装置は、光子増加体が、１つの光子を吸収して生成した複数のキャ

リアに対し、光共振器によって輻射再結合を促進し、吸収した光子より多い光子を外部に放

ち、太陽電池が、光子増加体から放たれた光子を吸収して、電気エネルギーに変換するので、

光エネルギーを効率的に電気エネルギーに変換可能である。 

                


